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　方法　公理的集合論Ｋ基づ　く論証のルーチンを採用する。

　結果　　1 .　収支均等し選好が価格と支出･より　高感度なら価格と支出の対所得感度は等し

い。　2 .　支出と価格が独立ﾌならばこの２つの対所得女化の感度は等しいので選好変化の感

度だけが問題と次る。 3 .　２・　の場合有効需要は減少する。（　つi !）選好感度が価格感度

よ　り大であるから所得効果が減衰して有効需要は減少する。）　4 .　所得効果と代替効果の

変化のレンジがともに品種品量の変化のレン　ジに対応してきま　ると価格は所得と支出　とは

独立に下落する。　5.(1.～4．）をエｙゲルの法則にブレンドすると⑥支出が価格と独立憲

ら支出額は購入量だけできま　いR一定の消費者群の支出がふえ同時に彼等の購入量が一

定所得のレンジ内におさまると上記の（!･～4.)ttヽR.購入財貨の種類増幅ヽ@､のに伴な5支

出増の２点を論拠に　してすべてダリアされる6.購入財貨の種類の変化の程度が所得の大

小だけできまる場合にはのだけが（1･、4.＼i5充分条件にたるこ　との論拠にたる。7.エングル

の法則に支出が購入量だけできまるとい5関係をブレンドさせると上記の0と○は有効需

要減少の充分条件凶。～4.) がなることの論拠にﾝiる。 8. この場合購入量の増加% Rだけが

（1･～4）が充分条件に左ることの論拠とたる。 9. 支出が購入量だけできまるという関係は収

支の均等が々i)　たたぬときの（価格と独立に支出が変化すると　きの）支出と購入量の相互

関係と同根である。以上は多変量型支出関数の特化と有効需要変化の諸関連の整理である


